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血　水稲の体内窒素浪度

水栃の塾展中の雀巌脳髄はト機中の窒素fi；：をよく反映

し．全く同様な傾向を示してお少，ジシ7ン、リアさ「

添加区及び瀕合化灰区が比較的高広檻に経過してレしる．

第5衣　水稲の体内賀来戯旺（〃％）

区　　　　　　 名 14／7 26．／7 】茹／／勺

L　 無　　 電　　 粛　　 区 1．74 1．01 0．40

之　 硫 安 全 面 施 肥 区 2 ．08 1．03 0．43

a　 硫 安 側 条 施 肥 区 1．紗 0．94 0 ．43

4　 讐 シ 7 警　 …　 区
2 ．70 1．55 0．44

邑　 石 灰 窒素全 面 施肥 区 1．92 1．05 0．40

6　 石 炊 窒素側 条 施肥 区 2 ．46 1．18 0．42

7　 雪 空 苧彗　 …　 区
2 ．鶉 1．測 0・42

a　 吾 讐 苧雪　 子　 区
2 ．16 1．10 0．42

a　 裏 窓 苦 花 璧　 区
2 ．72 1．40 0．47

1．　ま　え　が　書

以上の結果を要約すると東北地方北部の乾剛直拓とし

ては，

L　播種嘲前後の水分供給が重安であるが．比較的降

雨盛が多く．発芽は極めて良好であった．

a rl‾吹管素の中川或はこかとンシアン、ソ7ミトを

楢川しても，乾け伸二痛の水桶の発牙に技全く畔晋はみと

められなレヽ．

a・硫安の甲用では硝取化蚊の適性が大で，【1■灰賀来

の単用でも割合それが速かであり．肥効が持続し粘い．

4．硫安・石灰窒素の何れもジシアン、ジ7ミ　卜を併

用することにより硝酸化奴はほほ完全に抑制され．W一

一〃の代存量は湛水後も高く縫過しており，従って分礫

に対して趣めて効果的である．これによって垂赦ひいて

は総数が増加し．椎長も■約六で結局増収となっている．

良　従って玄米収愚にかいては，複合化屯区及び硫安

8＋ジシアン2区が巌も便り．石灰賀来とジシアンの用

用区がこれに次いでいる．又全面撒布の場合には硫安工

少石灰窒素の方が比較的高い収量を示した．

6　シシアン、ジアミドの添加量については．2割位

は必安と推正されるが，石灰窒素側粂肥に対するジシア

ンの添加は玄米重は殆ど形鬱は認められなかった．しか

し，黄色及び」二壌中の〟九一〃量よ少すれば添加した方

が効果的であれ　この点は商検討を要する．

脱　長野県農業試験墟

乾田直播における土壌処理除草剤の薬害について

佐藤　隆・渡辺和夫・後藤清三

（山形県農試）

1．　ま　え　が　舌

水稲の乾田直轄就培掟，妓械化と除草剤の全面利用に

よって最も省力的な栽培法として極めて注目されるとこ

ろである．しかしながら，まだ多くの間馳点があわ．本

栽培法に対する除草剤の研究は年次的にも日が浅く．ま

た一方乾田直轄叔培は，一般の畑地条件と呆れ　播種後

一定靭間を乾田としてその後湛水条件とするため．除革

剤の種類に上る作用性の相違から．土壌及び湛水時朗な

どによって初戦生育に薬害を発生する程度が異なるので，

その薬害発生の原因究明と．今后にかける適確な除草剤

を選定するために，2－3の除革剤を用い薬害について

試験を行った．その転乗について報告する．

2．　試験の方法

1　土壌の種類と増水法によるCArの薬害に関する報

（1）供託晶縫　オオトリ

e）供試土壌の種類

地　 質 土　 壌　 の　 分　 類 容水量 場　 所

沖積層
壌土

g
63．6 本　 地

礫含む砂壌土 瀞．6 東　 沢

洪積層
礫含む埴土 61．0 上　 山

′　軽しような 壌土（黒ポク） 77．4 神　 尾

8）播粒嘲　7月2日　艶土3旬

㈲　除草剤　C月丁を〃当少7．5g散布

6）砲水時敬及び方法

区　　　 別
満 水 時 間 ， 二方 法

2 ／／Ⅶ 7 ．／′Ⅶ 18 ／Ⅶ 8 ／Ⅶ 18 ／】Ⅹ

A 2 棄 期 潜 水 播　 種 （地 下 浸 水） l
0

8 4 薫 細 純 水 ■ ′ －
（透 水 潮 水 ト 一〇

C 自然 降 雨 港 水 ′ （自然 降 雨 潅 水 ト．H 中止 ） －
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拘　ポット（1／m8〃）2区制

え　栄養条件と除革剤との関係試験

81供託品種　オオトリ

◎　播種　期　8月訪日　増水　9月旭日

¢）供試条件

区　　 別 ・
〃当 れ施肥琶

除草剤 〃当 身成分畢
〃0 〃　施　 用

標　　 準 （D　 － ⑤ 隠 g ‾　g
C　 A　 r ②　 － ⑥　 饉5 7 ．5

p C 〟 u ①　 － q） 65 10 ．0

P　 C　 fl （彰　 一 （診　 6訪 150 ．0

紺　0．8秒木箱を使用した．

5．　試　験　結　集

1　土壌別細水法とCA rの水稲生再に及ぼす影響に

つレヽて

備考　　○内数字は区番号を示す．
八06．g20はd当り318gを施す．

第1表　発　芽　日　数　と　発　芽　歩　合

項 目　 区別
湛 水 法

無　 処　 理　 区 C A r　 処　 理　 区

土 砂 壌 土 ．埴　 土 黒 ポ ク 平　 均 壌　 土 砂 壌 土 墳 ・ 土 黒 が ク 平　 均

発 芽 日数（印

A 9

10

8

13 14 10 11．5 10 12 14 10 11．5

β 11 14 10 11．3 10 11 13 10 11．0

C 8 8 8 8．0 8 8 9 8 8．2

発 芽 歩合で御

A 8 1，8

田．3

8 7．9

酬）．9 78 ．8 93．9 部．4 糾．8 潔）．9 ～姐．8 1（泊．0 沃）．1

β 駆．9 84．8 9 1．5 鉱．6 部．9 紀．8 拓．9 紗．9 拓．6

C 84．9 飾．4 y 7．0 汐．1 84．9 釘．0 離．4 卵．4 紗．4

江）水稲の発芽は，第1表のように，CArによる　　では初期よカ土壌水分が高臼に保持された自然増水区が

悪影響が認められなく．むしろ，■土壌の種類によって，　　優った．

保水性の高い壌土及び黒がクが促進されておれ　種水法

第2衆　生再と稟身の枯死歩合（7月訪日）

司 無
処 理 区

区
別

壌　 土 砂場上 埴　 土⊥眉 がク 平　 均 壌　 土 「砲壌 土 埴　 土 熊 がク

一 3 4 ．7 2 4 ．9 三好．4 即 ．7 汐 ．4 3 4 ．7 三石．2 3 ．5 訂 ．1

β jp ．2 諾）．7 18 ．8 お ．3 ：お ．4 立 ．5 釦 ．9 E I．5 】か ．8

C 訂 ．8 3 4 ．8 読‡．4 3 4 ．8 訪 ．7 缶 ．0 訪 ．1 測 ．4 記 ．1

A 4 ．0 3 ．2 1 8 ．2 8 ．6 3 ．5 4 ．2 3 ．1 8 ．2 3 ．7

β 8 ．7 3 ．0 8 ．0 8 ．7 3 ．4 8 ．5 8 ．0 3 ．1 3 ．6

C 4 ．6 4 ．6 4 ．3 4 ．2 4 ．4 4 ．0 4 ．1 8 ．9 4 ．8

A 2 ．5 18 ．3 15 ．6 9 ．4 1 1 ．6 4 ．8 ：2 ．6 幻 ．9 盟 ．6

β 1重し5 j扮 ．0 6 ．7 13 ．5 1 5 ．9 1 1 ．4 一絡 ．7 6 ．5 2 2．2

C 0 ．7 1 ．1 8 ．8 0 ．7 6 ．5 10 ．0 2 ．4 】石 ．6 4 ．7

A － － － 0 ．1 0 ．0

0 ．0

－

0 ．0

0 ．2

β 0 ．1 0 ．1 － 0 ．1 0 ．1 0 ．0 0 ．2

C ー － 0 ，3 U ．4 0 ．2 － 0 ．2 0 ．2 －

注　黄身の枯死歩合は，全乗数に対する枯死糞の歩合で示す．

防　生育的には．発芽の促進された黒がク及び壌土

が優少，鴇水注では土壌水分が初期よ少高めに保持され

た．C区＞A区＞β区の順に促進されるが，CAr処理

では．草丈の抑制がやや認められるが．乗数の展開にか

いては余力顕著を影響は強められない．

また．移行型除草剤特有の薬害性について，葉身の枯

死歩合よカ判定すると，無処理区にかいても，土壌の差

異によるものと考えろが，初期生育の劣った・砂壌土

に多く．さらにCAT処理によ少何れも多発の傾向があ

るが．株枯れは撞めて少なかった．

湛水法による薬害の発生は，特に一時的多量の水を透

水した増水時期の早い2葉期踵水区が極めて多く，次で

4葉触感水区となってかわ，初期よめ降雨増水によった

地合は．CArの急激を移動がなレりとめと考えられるが

最も少目であった．
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第3衣　　抜取調　査成綿（9月18日）

王
別 購 処 ．哩 区

壌　 土 砂壌土 痛‾‾二1二 旦聖 乙」・平　 均 壌　 土 砂壌 f二 嫡　 l二 黒ポク
月

7 i ：豆 東 元 7 1 ．0 7 7 ．3 7 7 ．8 7 7 ．7 7 5 ．6 げ7 ．0 6 5 ．8

β 閃 ．8 8 6 ．0 7 6 ．8 6 7 ．4 7 6 ．3 79 ．4 7 7．3 槌 ．2 6 6 ．3

15 ．6 17 ．0 1 3 ．9 1 9 ．8 16 ．6 1 9 ．9 1 1 ．8 1 4 ．6 18 ．2

β 1 4 ．0 ：2 ．5 16 ．5 1 9 ．2 18 ．1 1 5 ．7 17 ．7 1 8 ．6 オ）．6

月 側 ．6 3 1 ．4 8 1 ．7 4 3 ．5 訪 ．8 謀）．6 記 ．1 2 ）．3 3 1 ．9

β 4 7 ．7 5 2 ．6 4 2 ．0 3 8 ．8 4 4 ．0 4 6 ．8 4 8 ．6 汐 ．0 3 6 ．7

月　 ． 13 ．0 18 ．2 10 ．4 17 ．5 13 ．5 10 ．6 14 ．3 18 ．4 1 8 ．5

β 9 ．6 2 1 ．3 14 ．2 1 3 ．4 1 4 ．6 12 ．2 19 ．2 1 6 ．7 1 1 ．2

A 1 ．5 1 ．2 1 ．1 2 ．1 1 ．5 1 ．0 0 ．7 1 ．0 0 ．8

β 1 ．8 2 ．8 2 ．7 1 ．4 2 ．2 1 ．5 1 ．8 0 ．9 0 ．9

A 4 2 ．0 4 7 ．8 三好 ．5 4 8 ．8 」鍼 ．0 4 1 ．4 4 6 ．5 茄 ．3 4 6 ．8

β 3 4 ．7 4 2 ．3 8 2 ．5 4 1 ．0 釘 ．6 あ ．1 l 為 ・8 調 ．9 芥 ．4

¢）第3表によると発芽の遅延から，生再の劣った　　無処理に校べよくなく．特に根の伸長抑制が大きく後半

砂儀一L及び埴土は共にl珂復しているが，塵水注が早期2　　の生育まで忠影響がみられ，曲水時期が2葉期砲水では．

葉姓は，4葉期に較べ，何れの形質も劣ってかわ．特に　　さらに抑制は助にしている．

地下部の生育がよくない．また．CAT処理では，薬宵　　　之　栄一養条件も除草剤の権現による確生態に及ほナ影

による菓身の枯死は認められなかったが，何れの形寓も　　　　轡について

第4表一　徐革剤の種類も稲休の成分とのl因係

区 別 項　 目 r
乾 物 覆 せ） 乾 物 率 飾 ） 含 窒 素 （殉 全 炭 水 化 物 e勾 粗 淑 粉 開

I l叫 Ⅱ　 回 Ⅰ　 回 Ⅱ　 回 1　 叫 Ⅱ　 l旦l Ⅰ　 桓】 Ⅱ　 国 Ⅰ　 回 Ⅱ　 回

l 標　　 準 ・ 1．42 1 ．40 王2 ．4 18 ．1 1．萬 1 ．∈汀 ：石．4 85 ．0 4 ．8 8 ．0

〃 C　 ノ4　 71 1．25 1 ．盟 16 ．6 1 5 ．9 2 ．馳 2 ．三石 19 ．8 二歩 ．4 2 ．5 3 ．1

0 上）C 〟 〟 1．2 4 1 ．訓 18 ．3 1 7 5 2 ．04 1 ．約 オ）．8 2 2．5 2 ．6 5 ．7

P　 C　 J） 1．倍 1 ．三p 2 1．6 1 8 ．3 1．84 1 ．6 7 汐 ．6 32 ．3 4 ．9 6 ．2

〃

施

用

殿　　 准 1 ．「汀 3 ．02 17 ．2 2 1 ．1 4 ．47 4 ．16 16 ．4 17 ．5 4 ．8 3 ．4

C　 月． ■r 1 ．6 5 2 ．78 17 ．5 1 5 ．8 4 ．73 4 ．2 1 16 ．5 17 ．8 1 ．4 2 ．0

上）C A r　払 1 ．79 3 ．（p 15 ．0 1 5 ．9 4 ，64 4 ．3 5 15 ．1 別 ．8 1．9 1 ．7

P　 C　 J） 1 ．62 2 ．78 17 ．7 1 5 ．7 ■ 4 ．1労 4 ．03 16 ．6 】2 ．0 1．9 2 ．0

注　　全炭水化物，粗澱粉共にめぐ〝g界　粗煎粉：〟虎仇　提出法にエる．

第4表によると，q）〃施用区は，草丈，乾物竃が惟

少，明らかに全署素が■肘ハが，H化帝物としての炭水化

物．粗淑粉は共に少日であるが．〃0区は，打か化産物と

しての炭水化物，勘搬粉の含屋が嘩っている．

位）除草剤間と成分合巌との個体は　〃應刷によって，

粗澱粉が何れの除草剤処理でも影響が大きいようである

が，〃0では，Cノ471が蚊も大きく，次でのC〃鉦であ

れ　接触型のPCPKかいては．飯も悪影皆が少い怖向

が認められた．

4．　考　　　　察

l C Arの薬害について

0）水稲の発芽には．移行型CJ4711でよる障害発生

姓認められ夜いが，土壌の種類や破水時期などの関係が

大きく，土壌の保水性による土壌水分が影響することが

大きく．したがって初期生育期間中に土壌水分が少い地

合は，発芽及び初期生育が劣る結果となれ　無処理にお

いても，土壌の理化学的な関係が初期生育に悪影響を腐

らし，葉身の枯死歩合を高め．さらに，このような前歴

に，C．4r処理が・なされた吻合さらに枯死歩合を高め薬

審発生を助長する傾向が謎められ，その原因は種々の条

件が板合されて発生する地合が多い．

e）確水時期とC－471による障杏発生は．時期を問

わず．多故の水を透水曲水する拗合は，C．471の移動に

よるためと推察されるが，乗車の発生が多く，早期よカ

降繭のみの増水区が最も少日であった．また，CAr

の影響は．生再的には，草丈の抑制と棄身の枯死数を増

加させるが．後納生育においても根の伸長抑制がみられ，

長期にわた少影響することが大きいので，今後土壌処理

除草剤の実用化に当っては．土壌の理化学的性質と除草

剤の作用性を併せて検討する必柴があろう．

Z　栄養条件と除革剤の関係について

α）〟の施用は，稲の生育促進に極めて有効をこと

であるが，〃濃度が高くとも同化力が劣る結果．乾物率

が低下し，稲の充実を劣らせる傾向がみられ，除革剤の

牲類を問わず炭水化物の畜棟が劣るので，移行型除革剤

では薬害の発生が懸念されるが接触型除革剤では回復力

が大きいように考えられるのであれ　y施用に上って安
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定性が高まるものと考える．

e）〃0の地合は，全事に較べ．同化産物としての

炭水化物や粗継粉の含有率が著しく高まるが．除草剤で

は．移行型のCAr，pC〟Wにみられるようlて：．接触

型pCPに較－⊥炭水化物が少く，同化兼物の集積に影響

することが大きいので，乾田直権に対する七壌処理除草

剤の選定も乗用化に当っては，除草剤の作用性をよく確

論してriうことが極めて重要なことではをいかと考えら

れる．

ヘリコプターによる湛水直播田の苗ぐされ病防除について

香川　寛・千葉未作・村上噸逸・棒本　晃

（再　森　県　農　試）

した．
1．　緒　　　　言

水苗代における舌ぐされ病の薬剤防除法は，従来落水

して播種7日後に有機水銀剤1．仇0倍液を10が当カ8彪

散布することが有効とされている．しかし近年保護苗代

の普及に伴い歯ぐされ病による玖詔は殆んど開祖祝され

なくなっている．たまたま当地にかいてヘリコプターに

よる空中湛水直播栽培体系確立のための試験が行われる

こととをカ大区画置権田にかける由ぐされ病防除が問鵜

となった．

大区画田の湛水状態での薬剤防除法については未だ不

明な点が多h．筆者零は昭和迅年5月7日ヘリコプター

によって播種した湛水直播別において播種後9日臼に再

びヘリコプターで水銀製剤液を散布し宙ぐされ病の防除

試験を行なったので，その結果の概要を報告する．

2．　実　験　縮　臭

実験L　散布濃度と生育状況

1　実験方法

本実験はl昭年に青森県農試圃地で実施した．播種月

日は4月が日で常法に上って種籾消巷を行なった種籾を

遁軸／10両播種した．

1区面積は8がでさ区制である．薬剤の供試濃度は武

田メル錠即倍．釦倍．15倍，5倍である．薬剤散布は4

月節目に行をレ㍉．5月6日（散布後98日）に生育状況，

発生状況調査を那所一　内の宙について実施した．

2　結　果

散布凛度と生育状況との関係をみた結果は第1表に示

第1表　散布液濃度と生育状況

薬　 剤　 名
原 液 剤 集 剤 濃 度 牙 長 根 良 陛 商 卒 生 育 不 良

楠　 釈 （％） 帥 帥 （％） 粗 率 （％）

武 田メル 錠

（〟g l ・朗 ％）
静 倍
柁 0．伽

2．5 2 ．9 伍 ．9 11 ．4

同　 上 那 倍 ひ．拡 18 2 ．4 2 ．9 73 ．2 9 ．5

同　 上 旭 倍 0‘1α打 2．8 8 ．3 m ．8 6．8

岡　 上 5 倍 0 ．脚 2．5 2 ．8 ◎ ．2 7 ．4

無　 処　 理 － － 2．5 3 ．2 伍 ．1 12 ．8

武郎メル鐘の各散布区は牙良．根長ともに無処理区に

此して劣ることなく，経営率も同程度で，生育に対する

悪影響はないものと思われた．

実験之　電中散布による防除効果と生育状況

L　落下状況

q）実験方法■

5月7日電中臣偽を行なった水田に5月16日（播種後

9日目）液用武田メル∽倍液（〟gO・4％）をヘリコプタ

ーによってa戚／10か散布した．散布時の飛行条件は，

風速0，高ま辺所，速度花』／九で機種はベル椚－G2

型である．落下量は6．5d■X d■の大きさの印画紙を2

仇間隔で地面に置き，それに対する附着量を〝式落下量

試験紙によって評価し．調査は馴れ巾で2ヶ所において

Hなった．

位）鮨　果

落下状況を調査した結果は弟2表に示したどとくで．

落下状況は均一でなく階層が1－6の巾である落下量と

呑む．飛行中心に近い程落下量が多くなっていた．

第2衰　　ヘリコプター散布に上る落下状況

歪 行 違 心 力診 戸 9． 7 5 8 1 飛行中心 1 8 5 7

（ノ蹴5 ） （ノ仮4 ） （J広さ） （一名2 ） （ノ綴1 ） （ノ蹴1 ） （一仮2 ） （ノ広さ） （ノ鑑4 ）

落 下 霊 平 均 値 2．8 1．5 2．5 8．3 4．7 － 4．5 4．7 4 ．8 8．5


